
　　

補
正
予
算
は
、
前
年

度
の
繰
越
金
９
億
１
８
０

０
万
円
や
地
方
交
付
税

の
増
額
分
２
６
８
０
万
円

な
ど
を
活
用
し
て
、
介

護
者
支
援
事
業
や
中
学

校
の
部
活
動
の
指
導
員
報
酬
、
西
和

泉
体
育
施
設
の
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
費
な

ど
に
あ
て
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
整

備
基
金
に
２
億
５
千
万
円
、
同
修
繕

基
金
に
１
億
５
千
万
円
、
財
政
調
整

基
金
に
１
億
８
４
０
０
万
円
、
清
掃
施

設
整
備
基
金
に
５
千
万
円
を
あ
て
て
い

く
も
の
で
す
。

　　
し
か
し
、
前
年
度
の
決
算
で
１
０
億

円
余
の
剰
余
金
が
出
て
、
今
回
、
繰

越
金
が
９
億
円
あ
ま
り
増
額
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
貧
困
と
格
差
の
中
で

急
務
と
な
っ
て
い
る
市
民
生
活
支
援
策

へ
の
対
応
は
な
く
、
首

都
直
下
型
地
震
災
害

の
切
迫
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
中
で
、
災
害

対
策
へ
の
対
応
も
十

分
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
市
政

を
揺
る
が
し
た
前
市
長
の
セ
ク
ハ
ラ
問

題
へ
の
対
応
も
、
本
補
正
予
算
で
は
全

く
な
さ
れ
ず
、
最
終
日
に
審
議
予
定

の
補
正
予
算
で
も
、
十
分
な
対
応
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　　

ま
た
い
ま
、
市
民
の
強
い
要
望
と
な
っ

て
い
る
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
で
、

中
央
図
書
館
・
公
民
館
を
抜
本
的
に

拡
充
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
も
応

え
て
い
ま
せ
ん
。

　　
そ
の
た
め
日
本
共
産
党
市
議
団
は

原
案
の
問
題
点
を
是
正
し
、
市
政
を

前
進
さ
せ
る
補
正
予
算
の
組
み
替
え
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　　

提
案
で
は
第
１
に
、
市
民
生
活
支
援

策
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
家

賃
補
助
制
度
の
創
設
や
訪
問
介
護
な

ど
介
護
保
険
利
用
料
の
軽
減
制
度
の

創
設
、
ま
た
生
活
保
護
世
帯
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
へ
の
支
援
や
公
民
館
利
用
者

へ
の
市
役
所
駐
車
場
利
用
料
金
を
３
時

間
ま
で
無
料
と
す
る
軽
減
制
度
な
ど
を

実
施
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

第
２
に
災
害
対
策
で
は
、
災
害
死

者
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
、
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
の
貸
出
し
制
度
の
創

設
や
通
学
路
等
公
道
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
改
修
へ
の
新
た
な
補
助
制
度
の
創

設
、
ま
た
、
高
齢
者
の
み
世
帯
や
障

が
い
者
世
帯
へ
の
家
具
転
倒
防
止
器
具

の
取
付
け
費
と
購
入
費
へ
の
助
成
を
実

施
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

第
３
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築

で
中
央
図
書
館
・
公
民
館
の
抜
本
的

な
充
実
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
財

源
と
な
る
公
共
施
設
整
備
基
金
の
積

み
立
て
４
億
１
９
９
１
万
円
へ
と
増
額

し
、
年
度
末
残
高
見
込
み
を
９
億
２

千
万
円
と
し
て
、
増
改
築
へ
の
展
望
を

大
き
く
切
り
開
い
て
い
ま
す
。

　　

第
４
に
、
前
市
長
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題

の
検
証
の
た
め
に
専
門
家
に
よ
る
委
員

会
を
設
置
す
る
予
算
や
、
第
２
回
定

例
会
で
可
決
さ
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
条
例
の
抜
本
改
正
も
含
め
、
し
っ
か

り
と
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
再
発
防
止
対

策
を
確
立
す
る
た
め
の
市
民
参
加
の
委

員
会
を
設
置
す
る
予
算
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　　

第
５
に
、
前
市
政
で
の
不
適
切
な
市
長

交
際
費
の
使
用
を
是
正
す
る
、
新
た

な
基
準
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
長
交
際
費
を
１
０
万
円
削
減
し
従

来
の
７
０
万
円
に
戻
し
て
い
ま
す
。

　　

採
決
の
結
果
、
こ
の
提
案
は
、
自
民
、

公
明
、
三
宅
、
山
田
、
吉
野
、
太
田
、

辻
村
議
員
が
反
対
、
共
産
、
社
民
が

賛
成
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　　

質
疑
の
中
で
松
原
市
長
は
、「
災
害

対
策
に
つ
い
て
は
来
年
度
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
、
ひ
き
つ
づ
き
提
案
し
た
施

策
が
実
現
す
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

２７
日
の
本
会
議
で
は
松
原
市
長
が
所

信
表
明
を
行
い
ま

し
た
。

　　

松
原
市
長
は
、

狛
江
市
の
基
本
構

想
の
中
に
あ
る
「
平

和
を
求
め
人
権
を

尊
重
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
あ
げ
、

「
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
政

治
姿
勢
の
基
本
に

す
え
て
と
り
く
ん

で
い
く
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
前
市

長
の
セ
ク
ハ
ラ
問

題
に
つ
い
て
は
人

権
尊
重
基
本
条
例

の
制
定
に
と
り
く

む
と
し
ま
し
た
が
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
の

検
証
へ
の
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　

松
原
市
長
は
民
間
委
託
の
推
進
を

述
べ
る
と
共
に
、
災
害
対
策
の
推
進
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
を
述
べ
ま

し
た
が
、
災
害
対
策
な
ど
具
体
的
施

策
は
述
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
央
図
書

館
公
民
館
に
つ
い
て
は
「
公
民
館
、
図

書
館
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

含
め
た
生
涯
学
習
と
市
民
協
働
の
観

点
か
ら
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
ぽ
か
ぽ
か
広
場
へ
の
障
が

い
者
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
「
こ
の
土

地
を
め
ぐ
り
係
争
中
で
あ
り
、
す
で
に

３
年
が
経
過
し
て
い
る
。
市
の
方
針
を

再
度
整
理
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
も

安
心
し
て
い
つ
ま
で
も
生
活
で
き
る
よ

う…

」
と
述
べ
ま
し
た
。
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日本共産党狛江市議団の活動を紹介します。

日本共産党狛江
市議団ニュース

災害死者ゼロへ

市民生活支援へ

ひとり親家庭へ家賃補助

介護利用料の低所得者軽減

生活保護世帯にエアコン設置

公民館利用者の駐車料軽減

ハラスメント防止へ

前市長のセクハラ検証委員会

再発防止へ市民参加の委員会

中央図書館公民館の増改築へ

公共施設整備基金を９億円余に

人権と暮らし守る市政へ
日本共産党が補正予算組み替え提案

　

自
民
・
公
明
な
ど
反
対
否
決

　　８月２７日に開かれた市議会本会議では、 市長提案の補正予算の

審議が行われ、 日本共産党市議団は市民要望を盛り込んだ補正

予算組み替え提案を行い奮闘しました。

防災無線の戸別受信機貸出
家の中でよく聞こえる ２０００台

ブロック塀の改修に助成
老朽化し危険な

５０件

家具転倒防止器具設置助成
高齢者 ・障がい者への ５００世帯

月５千円

松
原
市
長
が
所
信
表
明

　

前
市
長
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
の
検
証
な
し


